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SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験1. 全体計画

2018年度下期

a.視野障害者・健常者運転データベース構築、視野障害者特有の事故要因の明確化

i. 緑内障等の視野障害者と晴眼者の自動車運転データベース構築

ii. 視野障害部位・程度に応じた視野障害者特有の事故要因の明確化

b.ドライビングシミュレーターの利用による、運転支援機能を対象とした視野障害者特有の事故の削減効果の検証

i. 視野障害に特化した運転支援機能提示のためのドライビングシミュレーター改修

ii. 健常者と同程度に事故回避できる、障害物認識と回避に関する支援条件の明確化

iii. 運転支援機能を利用することによる事故低減効果の検証

c. 視野障害者を対象とした、自動運転技術を活用した運転支援デザインガイドラインの開発

i. 運転支援システム利用による安全性を証明する方法論の確立

ii. 自動運転技術を活用したデザインガイドライン開発

2019年度 2020年度

ドライビングシミュレーターを利用したデータの取得

データ分析

ドライビングシミュ
レーター改修

支援条件
の明確化

支援条件の
予備検証

事故低減
効果検証

デザインガイドラインの開発

必要な運転支援
技術の検討

安全性を保証する方法論の確立

シミュレーションシ
ナリオの精査

▷全体計画と平成31年度/令和元年(2019年度)の研究課題
全体計画より抜粋

今年度 現在



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験2. 各項目の進捗リスト Confidential

▷全体計画と平成31年度/令和元年(2019年度)の研究課題

a. 視野障害者・健常者運転データベース構築、視野障害者特有の事故要因の明確化
【継続】医療機関で視覚障害(緑内障、色素変性)のDSデータ収集(2019.2~現在~2020.9)

【終了】既存研究(警察庁調査研究_緑内障)のDS結果の分析(2019.10~2020.1)

【継続】SIP以降収集したデータのDS結果の分析(2020.1~現在~2020.4)

【予定】視覚障害特有の事故要因の明確化(疾患別含めて)(2020.4~2020.12)

【予定】健常者および視覚障害運転データベースのdraft構築(2020.4~2020.12)

【終了】HMD-DS(VR)を用いたDS結果収集準備*(2019.10~2019.12)

【継続】SナビとHMD-DSのDS結果の比較分析*(2020.1~現在~2020.3)

【予定】Sナビ、HMD-DS、高精度DSのDS結果比較分析*(2020.4~2020.10)

b. ドライビンクシミュレーターの利用による、運転支援機能を対象とした視野障害特有の

【終了】高精度DSの環境およびシナリオ等改修(2019.1~2020.1)

【予定】高精度DSの結果より視野障害特有の視線行動分析(2020.3~2020.5)

【終了】健常者vs視野障害の特定条件下における事故頻度分析(2019.8~2020.1)

【予定】視野障害特有の視線行動分析結果を反映した事故分析シミュレーション(2020.4~2020.9)

c. 視野障害者を対象とした、自動運転技術を活用した運転支援デザインガイドラインの開発
【継続】運転外来の設置（神戸アイセンター病院、西葛西井上眼科病院）

(神戸：2019/12~現在~2021.3,  井上：2019.7~現在~2021.3

【継続】検診や職業ドライバー向けの周知・啓蒙の仕掛け*(2019.10~現在~2021.3)

【継続】各種団体との対話とデザイン案の壁打ち*(2020.1~現在~2021.3)

*別課題(SIP他)との連携含む



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験3-1. 課題a_overview Confidential

▷課題aに進捗について
全体計画より抜粋

2018年度下期 2019年度 2020年度

理研 検査/機器の原理検証

EC

東北

新潟

警察庁
データ

(先行研究)

SIP第二期
(2019.2~)

EC 医療機関への
インストール検証

現在

二次利用

分析
(委託)

簡易DS(Honda-Sナビ)
+臨床検査、認知検査等

医療機関でのデータ取得状況(2019.1~2020.2)

医療機関 例数(色素変性)

神戸アイセンター病院 34(18)

東北大学 20(8)

新潟大学 48

西葛西井上眼科 24(1)

↑
新しいデバイス(VR)

測定法(視線視野)→

理研 検査/機器の基礎検討・原理検証

EC 東北 新潟

▷課題a_役割図：データ収集環境と分析
医療機関のデータ収集は予定通り蓄積できている。
HMD-DSデバイスを医療機関で実施することを開始した。



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験

▷視野障害特有の事故要因の明確化
先行研究のデータ分析を実施、眼科所見と運転リスクの可視化を達成した。

被験者
データ収集

データ分析
クラスタリング

データ
ベース化

分析(クラスタリング)
~引き続きn数を増やす~

Driving simulator

視力

視野

DS

見える化

VS 

健常 視野障害

視線視野計

-被験者基礎データ収集: 終了
-条件設定: 終了
-プレラン: 終了
-運転外来で運用開始: 2019.1~
-データ収集

C1
正常

C2
上方欠損

C3
下方欠損

C4
全体欠損

（軽）

C5
全体欠損

（重）

▶臨床所見のクラスタリング

▶運転リスクのシナリオ

▶リスク回避可否と重ねる

上方より下方欠損が
高リスク？

3-2. 課題a_データ分析詳細 Confidential



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験3-3. 課題a_データ分析例① Confidential

▷シーン解析
例) 左側からの車の出現シーン
リスク部分について、事故有無/視野異常有無間の差が散見された(下段右_青枠図) 。
リスクと無関係の箇所については明確な差は認められなかった(下段左_赤枠図)

よく見えている
(程度)

よ
く
見

て
い

る
(頻

度
)

事故｜視野 正常 障害

事故なし ○ △

事故あり ○ △

リスク 関係ないところ

分布に差が見られる分布に差がなさそう



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験3-4. 課題a_データ分析例② Confidential

▷臨床検査所見のSOM解析
検査所見をSOM分析によりクラスタリング
し、
そこへDSのシーン毎に事故有無の結果を重

ねることで、視野障害と運転リスクを可視化
した。視野障害程度と運転リスクの分類を
可視化できることが示唆された。

C1
正常

C2
上方欠損

C3
下方欠損

C4
全体欠損

（軽）

C5
全体欠損

（重）

場面５：赤信号

場面2：左から青い車

場面１３：左からシニアカー

場面6：左から白い車

回避 事故

↑臨床検査所見のクラスタリング結果

→
臨床所見のマップに対し、DS

シーン毎の事故回避可否結果
を重ねた結果



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験3-5. 課題a_データ分析例③ Confidential

▷比較分析結果(Sナビ vs HMD-DS)
デバイス間のDS結果の精度・傾向を比較分析した。持ち運びに長ける
HMD-DSもデータ収集デバイスとして有用であることが示唆された。

場面２：右側から車両侵入

HMD-DS(VR)S-Navi

● 健常者/回避
● 健常者/事故
▲ 視野障害/回避

▲▲ 視野障害/事故
○ リスク

視野感度：しっかり観ているか
←低い 高い→

移
行

時
間

(気
づ

き
→

注
視

)
←

早
い

遅
い

→

健常群

視覚
障害群

視野障害
+支援

【イメージ】

HMD-DSはブレーキ介入がなく視線行動が主になること、件
数が少ないことはあるが概ね同一の傾向が示唆される



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験

▷課題bの進捗について
全体計画より抜粋

2018年度下期 2019年度 2020年度

4-1. 課題b_overview

▷b-i,-ii,-iii_高精度DSを用いて支援条件の明確化へ

１）シナリオの改修等を終了し、15例の被験者データ取得を完了した
２）臨床検査データ、視線視野計測、DS結果より視野障害特有の視線行動の分析準備（2020年4月以降開始）
３）JARI様のマルチエージェント交通環境再現型シミュレーション技術を活用したシミュレーションを完了した
４）３）のデータに対して２）の視線行動分析データを反映させ、再分析する（2020年度）

視野障害特有の
視線行動分析

視力

視野

DS

見える化

高精度DS

視線視野計

視野障害

JARIによる
シミュレーションデータ

(すでに完了)

視野障害者
特有の視線
行動を反映

支援条件の明確化
及び効果検証(仮想)



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験

▷課題b-iii(事故低減効果の検証)
・運転支援システム有無による事故回避・衝突被害低減効果を数値シミュレーションにより求める

【課題】

• 健常者と視野障害者の視認行動
をモデル化

• 運転支援システムの有無による
定量的な事故低減効果を推定

SIP第 1期「交通事故低減詳細効果見積もりのためのシミュレーション技術の開発及び実証」（JARI）にて開発されたマ
ルチエージェント交通環境再現型シミュレーション技術を援用

各種速度
• 直進車両：30[km/h]，50[km/h]
• 交差車両：40[km/h]
• 歩行者：下図

• 自動ブレーキ（警報＋ブレーキ）を模擬

• 警報：TTC1.8[s] →自動ブレーキ：TTC0.6[s]

視野障害 視野角[°] 視距離[m]

なし 140 100

中度 40 100

重度 20 100

・視野障害の程度

現在、視認行動(健常者)を
形式的に模擬
→今後は高精度DSデータに
置き換えて再評価

＜シミュレーションの諸条件＞

4-2. 課題b_シミュレーション詳細 Confidential
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• 「健常者/システムなし」より「視野欠損者/システムあり」の方が事故発生件数，死亡事故件数が少
ない

• 普及型の自動ブレーキシステムで一定の効果が期待される

0

100

200

300

400

500

なし 中度 重度

速度30[km/h]事故発生件数

普及 高級

0
100
200
300
400
500
600

なし 中度 重度

速度50[km/h]事故発生件数

普及 高級

0

10

20

30

40

なし 中度 重度

速度30[km/h]死亡事故件数

普及 高級

0

50

100

150

なし 中度 重度

速度50[km/h]死亡事故件数

普及 高級

4-3. 課題b_シミュレーション分析例 Confidential

健常者（自動ブレーキなし）と，視野障害者（中度・重度）の
（自動ブレーキ:普及版・高級版）の事故発生件数および死亡事故件数



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験5-1. 課題c_運転外来の設置と運営 Confidential

全体計画より抜粋

2018年度下期 2019年度 2020年度

都市

診察
検査

運転OK

運転
自粛

視野等
不十分

免許返納&代替手段*(有)
*公共交通やタクシー等

自家用車の代替手段が無い免許所持

免許不所持
or

すでに返納

郊外

仕事に車が必須(移動含む)

生活や仕事に直結…
課題解決が不可欠

=移動制約者

現状

運転外来で知る機会と対策を処方

自分の弱点を
正確に知る

運転リスクを
正確に知る

最新の技術を
正確に知る

できる対策を
正確に知る

対策の実行

□眼科検査所見
□DS体験
□視線視野計体験

□DS結果解説
□事故種類別リスク

ADASの利用□
免許について考える□

ADAS装着車購入□
視野トレーニング□

□ADASとは？
□自動運転とは？
□どんな車に装備？

▷課題c-i：運転外来の設置

▶運転外来コンテンツを予備的な運用を開始した
▶被験者対応や反応を集計して課題抽出(継続)
▶次年度課題

・コンテンツの充実
・検査、検診、健診との連携スキームを固める



SIP自動走行システム HMIに係る研究開発および大規模実証実験5-2. 課題c_デザインガイドライン案 Confidential

▷課題c-ii：デザインガイドラインの開発(他課題との連携_普及啓蒙の仕掛け)

視力 視野

DS/視線

医療機関(眼科)
運転外来

【個人/一般向け】
・健康診断
・セルフメディケーション
・無自覚群の掬い上げ

自分の弱点を
正確に知る

運転リスクを
正確に知る

最新の技術を
正確に知る

できる対策を
正確に知る

対策の実行

□眼科検査所見
□DS体験
□視線視野計体験

□DS結果解説
□事故種類別リスク

ADASの利用□
免許について考える□

ADAS装着車購入□
視野トレーニング□

□ADASとは？
□自動運転とは？
□どんな車に装備？

眼科医会/医師会
との連携

▷コンテンツの充実
▷他事業の連携模索

【企業/団体向け】
・職業ドライバーの安全推進
・企業健診などと連携
・受けて得する受け皿準備

①運転外来前(医療機関へのフック) ②運転外来そのもの(医療機関) ③運転外来後(医療機関外)

【利用：支援システム】
・後付け警報装置
・ADAS車購入支援

【学習：トレーニング】
・教習所との連携
・視線トレーニング

【制度設計】
・行政との連携(医療特区)
・保険業界との連携

【医療連携】
・認知症
・服薬・持病等

2020年度

運送業、バス、タクシー等


